
本授業では，以下の検証を行うものである。

　「見える図」や表を用いて結果や思考を整理したり，説明活動を通して互いの意見を伝え合う活動

を取り入れたりすることは，子どもの既有概念を再構築し，学習問題に対する答えを見いだす手立

てとして有効であったか。 

１ 単  元 植物の発芽と成長 

２ 指導計画（総時数１３時間） 

過程 主 な 活 動 【 評 価 規 準 】 時間

第１次 １ 植物が発芽する条件について考え，話し合う。

【関：種子の発芽に必要な条件に興味をもち，進んでそれらの条件について考えようとしている。】 １ 

２ 種子の発芽と水や温度，空気との関係を調べる条件を考え，計画する。         
【思：種子の発芽に，水や温度，空気がどのように関係するかを調べる実験方法を，ほかの条

件制御と合わせて考え，説明している。】 
１ 

３ 種子の発芽と水や温度，空気との関係を調べる条件を整え，実験を行う。 
【技：種子の発芽と水や温度，空気との関係について，調べる条件と同じにする条件を制御し

て調べ，記録している。】 

４ 種子が発芽する条件についてまとめる。 
【知：種子の発芽には，水，適当な温度，空気が必要であることを理解している。】 

１ 

第２次 ５ 種子が発芽するときの子葉の働きを調べる。 
【技：発芽前の種子と発芽してしばらくたった苗の子葉の部分を切って，ヨウ素液に浸し，違

いを捉えて記録している。】 
１ 

６ 種子が発芽する時の養分についてまとめる。 
【知：種子の中にはでんぷんが含まれていて，それは発芽するときの養分として使われること

を理解している。】 
１ 

第 3次 ７ 植物の成長に必要なものについて話し合い，日光や肥料との関係を調べる条件を考え，計画する。
【関：植物の成長条件に興味をもち，進んでそれらについて考えようとしている。】 
【思：植物の成長に日光や肥料がどう関係するかを調べる実験方法を，ほかの条件制御と合わ

せて考え，説明している。】 

１ 

８ 日光と成長，肥料と成長との関係を調べる実験を行う。
【技：日光と成長，肥料と成長との関係について，条件を制御して調べ，成長の違いを記録に

まとめている。】 
３ 

３ 

９ 日光と成長との関係，肥料と成長との関係について実験結果をまとめる。 
【思：植物の成長には，日光や肥料が必要であると考え，自分の考えを表現している。】 
【知：植物の成長には，日光や肥料が関係し，日光に当てて肥料を与えるとよく育つことを理

解している。】 

1 
(本時)

６ 本  時（第３次５/５）

�  目  標 

植物の成長に興味をもち，成長の様子を比較し，観察した結果を基に，植物のよりよい成長に必

要な条件を理解することができる。 

�  評価規準 

植物がよりよく成長するために必要なことを，観察によって得られた結果を基に関係付けながら，自

分の言葉で表現している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【科学的な思考・表現】 

�  指導に当たって 

　導入では，これまでの実験を想起させるために，「見える図 ( コンセプトマップ )」を使う。また，成

長の違うインゲンマメを提示し，成長に日光や肥料が関係していることに着目させ，学習問題を焦点

化する。

　追究活動では，観察の視点を示した表を記録用紙として用い，成長の違いを視覚的に実感できるよ

うにする。観察によって得られた情報を基に自分の考えをもたせる際は，考えの根拠を視覚化するた

めに，「見える図 (クラゲ図 )」を使う。 磨き合い・練り合う活動では，グループ内で互いの考えを伝え

合うことで，自分の考えを強固にしたり，変化させたりすることができるようにし，グループごとに発

表させ，板書する。 

　振り返る活動では，グループごとに学習問題に対する答えをもたせ，黒板に掲示し，共通する言葉を

絞り込むことで，その言葉を基に自分でまとめることができるようにする。また，液体肥料の容器に

「水で薄めて使うこと」が書かれていることを取り上げ，本時の学習と実生活の関連を図る。 

理
　
科

理 科 学 習 指 導 略 案
授 業 Ⅱ

５年２組　37名　指導者 若 松 直 幸

− 29−



 

  

 

重点化するスキル

「 」

比較する

関連付ける

「 」

　観察の視点を示した表を使って記
録させることで成長の違いを視覚的
に実感できるようにする。

　「見える図（クラゲ図）」を使って考
えを視覚化することで，根拠を明確
にして自分の考えをもつことができ
るようにする。
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【科学的な思考・表現】
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